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牛の子宮内膜腺癌は，米国のと畜場における調査報告
では，牛の腫瘍において比較的多い腫瘍の 1つとされて
いるが［1, 2］，英国のと畜場における調査報告には，
本腫瘍の検出例はない［3］．この差は，地理的要因また
は遺伝的要因あるいは調査方法の違いによるものと考え
られている［4, 5］．いっぽう，わが国では，横浜市食
肉衛生検査所の報告があり，本腫瘍は牛の腫瘍 114 例
中 1例のみであった［6］．子宮内膜腺癌の病理学的所見
について，米国の検出例での詳細な記載はあるが［7, 
8］，わが国では，簡単な症例報告に留まっており［9, 
10］，本研究のように複数症例を病理学的に検索した報
告はない．また，子宮内膜腺癌はと畜場で偶然発見され
ることが多く，臨床所見の報告は少ない．そこで，神奈
川県食肉衛生検査所で過去 16 年間に検出された牛の腫
瘍を回顧的に検索し，5例の子宮内膜腺癌を見出し，臨
床及び病理学的特徴を解析したので報告する．

材 料 及 び 方 法

材料：1998 年 4 月～2014 年 3 月の 16 年間に 49,421
頭の乳用牛がと畜検査され，281例の腫瘍が検出された．
これらの中から子宮内膜腺癌と診断された 5例を見出
し，剖検記録に基づき品種，年齢，臨床所見及び肉眼所

見を解析した．
組織検査：腫瘍部を含む全身諸臓器を 10％中性緩衝
ホルマリンで固定後，常法に従いパラフィン切片を作製
し，ヘマトキシリン・エオジン（HE）染色，必要に応
じてアザン染色及び過ヨウ素酸シッフ（PAS）染色を行
い光学顕微鏡で観察した．
免疫組織化学的検査：子宮の腫瘍組織のパラフィン切
片を用いて，一次抗体として抗サイトケラチン抗体（マ
ウスモノクローナル抗体，AE1/AE3，マイクロウェー
ブ前処理，希釈済み抗体，Dako，Denmark），抗ビメ
ンチン抗体（マウスモノクローナル抗体，V9，マイク
ロウェーブ前処理，400 倍希釈，Dako，Denmark）を
使用した免疫組織化学的検索を行った．

成　　　　　績

品種，年齢：子宮内膜腺癌罹患牛の品種は 5例すべて
ホルスタイン種であった．年齢は 4歳が 1例（症例 5），
5歳が 2例（症例 2，3），6歳が 1例（症例 1），9歳が 1
例（症例 4）で，平均年齢は 5.8 歳であった．
臨床所見：食欲不振が 3 例（症例 1，3，4），乳量減
少が 2例（症例 2，5），不受胎が 2例（症例 3，5）に認
められ，獣医師の診察を受けた 3例中 2例（症例 1，2）
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壊死，石灰化も伴っていた．症例 4では，子宮内腔に黄
緑色の膿汁が貯留していた．肺への転移が 3例（症例 1，
2，5）に認められ，全葉の胸膜面に米粒大から胡桃大の，
黄白色あるいは灰白色を呈する，硬結感のある腫瘍が密
発していた．これらの腫瘍は胸膜面のみならず実質内に
も認められた．症例 5 では，鳩卵大の腫瘍の表面にク
レーター状陥凹が認められた．肝臓では，播種性転移が
症例3に，血行性転移が症例1に認められた．前者では，
表面に米粒大から小豆大の黄白色の腫瘍が密発し，辺縁
部では，数珠状に連なっていた．腫瘍は表面平滑で光沢
感があり，硬度強で，半球状を示し，肝臓実質内への浸
潤はみられなかった．後者では，全葉の表面に粟粒大か
らそら豆大の，黄白色の色調で，硬結感のある腫瘍が散
在していた．割面では，腫瘍は門脈周囲性に形成され，
門脈内に突出しているものもみられた．腹腔及び骨盤腔
内臓器への播種性転移が 3例（症例 1～3）に認められ
た．内側腸骨リンパ節への転移は記録のある 4例中 4例
（症例 1，2，4，5）に，気管気管支リンパ節及び縦隔リ

では，直腸検査で子宮の硬結感が指摘された．また，症
例 2はと殺の 11 カ月前に出産していた．
子宮腫瘍の広がり：腫瘍は，症例 3では，子宮角の一
部に，症例 5では，子宮角から子宮体の狭い範囲に限局
し，他の 3例（症例 1，2，4）では，子宮角から子宮体
の広範囲に認められた（表）．
肉眼所見：腫瘍が子宮の一部に限局していた 2例（症
例 3，5）では，鶏卵大の腫瘍が漿膜面に隆起していた
（図 1）．腫瘍が子宮の広範囲に認められ，病勢が進行し
ているとした 3 例中 2 例（症例 1，2）では，病変部の
子宮角及び子宮体壁はび漫性に肥厚し，筒状の形態を示
していた（図 2）．他の 1例（症例 4）では，び漫性の肥
厚病変とソフトボール大の腫瘍が同一子宮内に認められ
た．子宮腫瘍の表面にクレーター状陥凹を形成するもの
が 4例（症例 2～5）に，子宮角のくびれが 1例（症例 1）
に認められた（図 1，3）．5 例の子宮腫瘍はいずれも黄
白色あるいは灰白色で，硬結感があり，一部の症例では，

表　子宮腫瘍の広がりと肉眼病変の分布

症例番号

No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5

子宮腫瘍の 
広がり 広範囲 広範囲 限局性 広範囲 限局性

内側腸骨 LN ＋ ＋ NR ＋ ＋
気管気管支 LN ＋ ＋ NR NR ＋
縦隔 LN ＋ ＋ NR NR ＋
肺 ＋ ＋ － － ＋
肝　臓 ＋ － ※ － －
消化器 ※ ※ ※ － －
腹　壁 ※ ※ ※ － －
膀　胱 ※ － ※ － －

＋：転移あり　－：転移なし　※：播種性転移あり
LN：リンパ節　NR：記録なし

図 2　子宮全景（症例 2）
子宮角及び子宮体壁はび漫性に肥厚し，筒状の形
態を示している．

図 1　子宮全景（症例 5）
鶏卵大の腫瘍（矢頭）が子宮角から子宮体に認め
られる．クレーター状陥凹（矢印）が認められる．

➡

▶

図 3　子宮腹側面（症例 1）
子宮角分岐部付近の腹側にくびれ（矢印）が認め
られる．

➡
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ンパ節への転移は記録のある 3例中 3例（症例 1，2，5）
に認められた（表）．いっぽう，浅頸リンパ節，腸骨下
リンパ節，膝窩リンパ節などの体表のリンパ節には，転
移はみられなかった．
組織所見：子宮腫瘍の組織所見は，高度な間質結合組
織中に腺管形成を示すものが 4例（症例 2～5）と腺管
形成の不明瞭なものが 1例（症例 1）であった．前者で
は，立方状から円柱状の腫瘍細胞が小型から中型の腺管
構造を形成し，腺管は単層あるいは重層上皮で裏打ちさ
れていた（図 4）．腫瘍細胞の大きさは中型から大型で，
中型から大型の核と好酸性の細胞質を有していた．PAS

染色では，細胞質には PAS陽性微細顆粒あるいは大小
の滴状物がみられた．腫瘍細胞が形成する腺腔内にはし
ばしば壊死した細胞，PAS陽性の物質が認められた．
後者では，腫瘍細胞が個々ばらばらあるいは小集塊を形
成していた（図 5）．腫瘍細胞の大きさは，中型から大
型で，好酸性の細胞質を持ち，核は大小不同で，核分裂
像は頻発していた．前者と同様に，細胞質に PAS陽性
微細顆粒がしばしば認められた．間質では，腫瘍細胞の
浸潤増殖に伴い高度な結合組織の増生及びリンパ球の浸
潤が 5例すべてに認められた（図 6A）．腫瘍性病変はお
もに子宮内膜深部及び子宮筋層に認められ，特に後者で
は著明であった．いっぽう，子宮内膜浅部及び子宮外膜
では，腫瘍性病変は軽度であった．腫瘍塞栓が子宮筋層
のリンパ管にしばしば認められた．クレーター状陥凹部
では，高度な結合組織の増生がみられたが，腫瘍細胞の
浸潤は少なかった（図 6B）．転移部の組織所見は子宮腫
瘍とほぼ同様であった．なお，くびれ部は採材されてお
らず，組織学的検索はできなかった．
免疫組織化学的所見：子宮の腫瘍細胞は抗サイトケラ
チン抗体に対して 5例すべて陽性（図 5），抗ビメンチ
ン抗体に対してはすべて陰性であった．

考　　　　　察

牛における子宮内膜腺癌は，米国の調査では，約
90％が 6 歳以上の牛で検出され［8］，また，7 歳から
12 歳の牛に最も多く発生しており［1］，高齢牛に好発
するとされている．いっぽう，今回の症例では，5歳以
下の牛が 5例中 3例を占め，比較的若い牛でも発生する
ことを示した．
臨床的には，罹患牛は食欲不振，体重減少，乳量の減
少，繁殖障害及び呼吸器障害などがみられたとされてい
る［4, 11］．今回の症例でも，これらの症状のいくつか

図 4　子宮腫瘍の組織像（症例 5）
立方状から円柱状の細胞が小型から中型の腺管を
形成している（HE染色　Bar＝100µm）．

100μm

図 5　子宮腫瘍の組織像（症例 1）
腫瘍細胞は腺管を形成せず，個々ばらばらあるい
は小集塊をつくって間質に浸潤している（HE染色　
Bar＝100µm）．挿入は腫瘍細胞（矢頭）の免疫染色
で，サイトケラチン陽性である（免疫染色　Bar＝50
µm）．

100μm

▶

50μm

6A

図 6　子宮腫瘍の組織像
6A（症例 4）： 腺管の周囲には高度な結合組織の増生

が認められる（アザン染色　Bar＝200
µm）．

6B（症例 5）： クレーター状陥凹部に高度な結合組織
の増生が認められる（アザン染色　
Bar＝200µm）．

6B6A 200μm 200μm
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同様な所見を示した典型的な硬癌であった．いっぽう，
前者は高度な間質結合組織中に腫瘍細胞が腺管を形成し
ており，典型的な硬癌の所見とは異なっていた．しかし，
癌実質の腺管構造と比較して間質結合組織の増生が高度
で優位であることから，これらの腫瘍は管状腺癌成分を
含む広義の硬癌と考えた．
過去の報告では，本腫瘍は内側腸骨リンパ節，気管気
管支リンパ節，縦隔リンパ節などの内臓リンパ節にしば
しば転移をするとされており［2, 7, 8］，今回の症例で
も，記録があるすべての症例でこれらのリンパ節に転移
しており，既報と一致していた．また，子宮内膜腺癌は，
播種性転移することも知られており［1, 2, 7, 8, 10, 
11］，米国の調査では，播種性転移は 26 例中 14 例に認
められ［7］，今回の症例では，5例中 3例に認められた．
このように本腫瘍は高率に播種性転移を示すことが確認
できた．
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は確認できたが，子宮内膜腺癌の存在を示唆するような
特異的な臨床症状は認められなかった．いっぽう，直腸
検査では，変形した子宮，腫大した内側腸骨リンパ節な
どが触知可能であったとされ［11］，今回の症例でも，
子宮の硬結感が，直腸検査が行われた 3例中 2例に認め
られた．このように本腫瘍は，病勢によっては生前診断
が可能であると考えられた．
米国の調査では，くびれは子宮内膜腺癌の原発部位に
しばしば認められている［1, 2, 7］．しかし，わが国の
症例では，くびれの記載は認められず［9, 10］，今回報
告した 1例はわが国におけるくびれの最初の確認事例で
ある．また，クレーター状陥凹は 4例の子宮腫瘍及び 1
例の肺転移病巣に認められ，米国の調査でも，断片的で
はあるが同様の所見が記載されている［1, 7］．このこ
とからクレーター状陥凹はくびれと同様に本腫瘍に特徴
的な所見と考えられた．本腫瘍は高度な間質結合組織の
増生を示す硬癌とされており［12］，今回の 5 例でも，
同様の所見が認められた．硬癌では，高度な間質結合組
織の増生のため周囲組織は収縮し，表面にひきつれやく
ぼみを形成するとされており［13］，今回の症例で認め
られたくびれやクレーター状陥凹も同様の機序により形
成されたと考えられた．
比較的大きな子宮内膜腺癌では，子宮壁は硬く肥厚
し，筒状または初期の妊娠子宮を想起させる形態を示す
とされており［2, 8］，今回の症例でも，病勢が進行し
た症例では，同様の所見がみられた．このような形態は
腫瘍細胞の子宮壁内へのび漫性の浸潤増殖とそれに伴う
高度な間質結合識の増生が，子宮壁の広範囲にわたりほ
ぼ均等に起こったことにより形成されたと考えられた．
人の子宮内膜腺癌では，33 例中 19 例がビメンチン陽
性であり，分化度の高いものほどビメンチンの発現が顕
著であったとしている［14］．牛の子宮内膜腺癌では，
ビメンチン陰性という報告があり［15］，今回の 5例も
腺管形成の有無にかかわらずすべてビメンチン陰性で
あった．よって，牛における本腫瘍診断に際して腫瘍
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Five Bovine Cases of Adenocarcinoma of the Endometrium Detected During  
Meat Inspection

Yuri NAKAGAWA†, Yuki OSHIMA, Tsutae KASHIMA, Kazunori ODA and Fumie KAJIKI
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Japan

SUMMARY

A study was carried out of the clinical and pathological features of five bovine cases of adenocarcinoma of the 
endometrium that were detected retrospectively at the Meat Inspection Station, Kanagawa Prefectural Govern-
ment over sixteen years.  All five cases were Holstein cows, and the average age was 5.8 years old.  Grossly, in 
the progressed cases, the uterine horn and uterine body wall were dif fusely thickened and had hardened.  Cra-
tered depressions were obser ved in four cases on the sur faces of the uterine tumors, and constriction of the 
uterine horn was obser ved in one case.  All five cases had metastases, of which three cases had disseminated 
metastases.  Microscopically, the uterine tumors formed a duct-like configuration in the abundant connective 
tissue in four cases, but not in one case.  Immunohistologically, tumor cells in all five cases were positive for 
cytokeratin, but negative for vimentin.  Induration of the uteri by rectal palpation was obser ved in two of the 
three cases examined, which finding might be helpful for the antemor tem diagnosis of bovine cases of adeno-
carcinoma of the endometrium, depending on the disease progression.
─ Key words : adenocarcinoma of the endometrium, cattle, meat inspection, rectal examination, scirrhous carcinoma.
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